　　　道路占用物件に係る道路の緊急補修（仮復旧）工事の取扱いについて

１　緊急補修工事の範囲
　　緊急補修工事の範囲は，漏水，ガス漏等の原因により緊急に道路工事を行う場合で，道路構造の保全及び事故防止を図る上で必要な仮復旧までの補修工事とする。
２　緊急補修工事の施工
　　緊急補修工事の施工が必要となった場合，占用者は，道路において工事を施工する旨の届出書（別添様式第１号）を宮城県大崎土木事務所長（以下「所長」という。）に提出することとする。
　　なお，特に緊急を要する工事の施工が必要な場合は，前述の届出はファクシミリによる方法で差し支えないこととする。
３　所長の指示
　　上記２の届出書の提出等があった場合，所長は，遅滞なく道路の構造の保全及び事故防止上必要な事項を指示（別添様式第２号）して道路における補修工事を施工させることとする。
　　なお，補修工事が特に緊急を要するものである場合，所長の指示は，ファクシミリ又は口頭で行うことができることとする。

４　工事完了時の取扱い
　　緊急補修工事が完了した場合，占用者は，速やかに完了届（別添様式第３号）を提出することとする。
　　完了届の提出があった場合，所長は，仮復旧の状況を提出資料及び必要に応じて実施する現地調査により確認することとする。
　　本復旧工事は，原則として仮復旧工事による埋戻し箇所が安定してから道路法第３２条第３項の規定による手続を経て占用者が施工することとする。

　　なお，占用者は，仮復旧工事完了時から本復旧工事までの期間において，仮復旧箇所の巡視等適確な管理を行うこととする。
